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基礎データ

１  説明を付す必要があると思われるものについては、備考欄に記述してください。

３　様式11～17は、「A4用紙　横向き 片面印刷」で印刷してください（このページ

２　様式12及び様式14（①～⑤）には、「長期履修生」が含まれます。
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［注］
１ 学科・専攻課程、専攻科、別科、研究所等ごとに記載してください（通信教育課程を含む）。
２

３

４

５

６ 「非常勤教員」の欄には、客員教員や特任教員等で専任の教員は含みません。
７

８ 専任教員の基準数については、それぞれ以下に定める教員数を記載してください。
 ・短期大学設置基準第２２条別表第一イ及びロ（備考に規定する事項を含む。）
 ・短期大学通信教育設置基準第９条別表第一（備考に規定する事項を含む。）

９ 「専任教員１人あたりの在籍学生数」の欄には、様式２の在籍学生数／本表の専任教員数計により、算出してください。
10 「校舎敷地面積」、「運動場用地」の欄は、短期大学設置基準上算入できるものを含めてください。
11
　　
12

13
　　
　　
14

15 「教員研究室」の欄は、専任教員数に算入していない教員の研究室は記入する必要はありません。なお、複数の助教等が共同して１
室で執務する場合は、教員数を室数に換算してください。

寄宿舎その他大学の附属病院以外の附属施設（短期大学設置基準第３２条を参照）用地、附置研究所用地、駐車場、大学生協用地な
ど短期大学設置基準上「校地」に算入できない面積は「校地等」の「その他」の欄に記入してください。

「校舎面積計」の欄は、学校基本調査の学校施設調査票（様式第２０号）における学校建物の用途別面積の「校舎」の面積の合計と
してください。

校地面積、校舎面積の「専用」の欄には、当該短期大学が専用で使用する面積を記入してください。「共用」の欄には、当該短期大
学が他の学校等と共用する面積を記入してください。「共用する他の学校等の専用」の欄には、当該短期大学の敷地を共用する他の
学校等が専用で使用する敷地面積を記入してください。

「基準面積」の欄は、短期大学設置基準第３０条の校地の面積及び第３１条の校舎の面積、または短期大学通信教育設置基準第１０
条の校舎等の施設の面積としてください。

教養教育科目、外国語科目、保健体育科目、教職科目等を担当する独立の組織や、附置研究所、附属病院等がある場合には、「別科
等」の欄に記載してください。

所在地について、２以上の校地において行う場合で当該校地にキャンパス名称があれば、当該所在地の後に「○○キャンパス」と記
載してください。
教員組織の欄には、教育研究組織の欄で記載した組織単位で専任教員等及び非常勤教員の数を記入してください。また、上記２に記
載した、学科教育を担当する独立の組織がある場合には、組織名は、「学科・専攻課程の名称」の欄に「その他の組織等(◯○)」と
記載し、専任教員等及び非常勤教員の数を記載してください。なお、その場合は、「基準数(及び「教授数」)」及び「専任教員一人
あたりの在籍学生数」の欄は「―」としてください。
専任教員数の記入に際しては、休職、サバティカル制度等により一時的に短期大学を離れている場合も専任教員に算入してくださ
い。ただし、短期大学設置基準第２１条における「授業を担当しない教員」は含めないでください。

他の学科・専攻課程等に所属する専任の教員であって、当該学科・専攻課程等の授業科目を担当する教員（兼担）は、「非常勤教
員」の欄には含めないでください。また、「専任教員等」の各欄にも含めないでください。



学生数

項目 H29（2017）年度 H30（2018）年度 R元（2019）年度 R2（2020）年度 R3（2021）年度
入学定員に対
する平均比率

志願者数 23 22 24 14 24
合格者数 23 21 24 14 23
入学者数 22 19 21 13 21
入学定員 50 30 30 30 30

入学定員充足率 44% 63% 70% 43% 70%
在籍学生数 44 40 39 34 34
収容定員 100 60 60 60 60

収容定員充足率 44% 67% 65% 57% 57%
志願者数
合格者数
入学者数
入学定員

入学定員充足率
在籍学生数
収容定員

収容定員充足率 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

志願者数 23 22 24 14 24
合格者数 23 21 24 14 23
入学者数 22 19 21 13 21
入学定員 50 30 30 30 30

入学定員充足率 44% 63% 70% 43% 70%
在籍学生数 44 40 39 34 34
収容定員 100 60 60 60 60

収容定員充足率 44% 67% 65% 57% 57%
入学定員
入学者数
収容定員

在籍学生数
［注］
１　学生を募集している学科・専攻課程、専攻科・別科等ごとに行を追加して作成してください。
　　ただし、学科・専攻課程等を追加する場合は、直下に追加しないと集計値がずれてしまうので、注意して下さい。
２　昼夜開講制をとっている学科・専攻課程等については、昼間主コースと夜間主コースにそれぞれ分けて記入してください。
３　学科・専攻課程の改組等により、新旧の学科・専攻課程が併存している場合には、新旧両方を併記し、 「備考」に記載してください。
４　学科・専攻課程、専攻科等が完成年度に達していない場合、その旨を備考に記載してください。
５　募集定員が若干名の場合は、「0」と記載し、入学者数については実入学者数を記載してください。
６　入学定員充足率は、入学定員に対する入学者の割合、収容定員充足率は、収容定員に対する在籍学生数の割合としてください。
７　入学定員に対する平均比率は、過去５年分の入学定員に対する入学者の比率を平均したものが自動計算されます。
８　最新年度の秋入学については別途確認します。
９　編入学の定員を設定している場合、入学定員には編入学の定員を加えないでください。

様式12

（令和3（2021）年5月1日現在）

学科・専攻課程名 備　考

介護福祉学科 58%

学科（　専攻）
#DIV/0!

専攻科

学科（専攻課程）合計 58%
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教員以外の職員の概要（人）

0 0 0

事務職員 1 0 1

技術職員 0 0 0

計兼任

（令和3（2021）年5月1日現在）

専任

２　契約職員、派遣職員等は「兼任」に分類してください。

計 2 0 2

［注］

１  「その他の職員」とは、守衛、自動車運転手、作業員等の技能労務職員等を指します。

図書館・学習資源センター等の専門事務職員 1 0 1

その他の職員
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学生データ

① 卒業者数（人）

学科・専攻課程 H28（2016）年度 H29（2017）年度 H30（2018）年度 R元（2019）年度 R2（2020）年度

介護福祉学科 44 21 21 18 20

② 退学者数（人）

学科・専攻課程 H28（2016）年度 H29（2017）年度 H30（2018）年度 R元（2019）年度 R2（2020）年度

介護福祉学科 4 2 1 0 1

③ 休学者数（人）

学科・専攻課程 H28（2016）年度 H29（2017）年度 H30（2018）年度 R元（2019）年度 R2（2020）年度

介護福祉学科 2 1 0 1 0

④ 就職者数（人）

学科・専攻課程 H28（2016）年度 H29（2017）年度 H30（2018）年度 R元（2019）年度 R2（2020）年度

介護福祉学科 43 21 20 17 20



⑤ 進学者数（人）

学科・専攻課程 H28（2016）年度 H29（2017）年度 H30（2018）年度 R元（2019）年度 R2（2020）年度

介護福祉学科 1 0 0 0 0

⑥ 科目等履修生（人）

学科・専攻課程 H28（2016）年度 H29（2017）年度 H30（2018）年度 R元（2019）年度 R2（2020）年度

介護福祉学科 0 0 0 0 0

⑦ 長期履修生（人）

学科・専攻課程 H28（2016）年度 H29（2017）年度 H30（2018）年度 R元（2019）年度 R2（2020）年度

［注］

１　学科・専攻課程ごとに、認証評価を受ける前年度の令和2（2020）年度を起点とした過去5年間のデータを示してください。

２　⑥及び⑦は、当該年度に在学する学生数を記入してください。
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学科名等介護福祉学科（2019年度入学生）

区分 授業科目 職位 担当教員名 専門分野 教員配置

災害福祉論 学科長・教授 湊直司
人文・社会 / 社会福祉学 / 障がい
者福祉

同上 教授 井上善行
人文・社会 / 社会福祉学 / ソー
シャルワーク方法論

同上 教授 土室修 人文・社会 / 社会学 /  

同上 准教授 髙橋謙一 人文・社会 / 社会福祉学 /  

同上 准教授 藤沢緑子
人文・社会 / 社会福祉学 / 介護福
祉

同上 講師 及川真一

人文・社会 / 社会福祉学 /
社会基盤（土木・建築・防災） / 防
災工学 /
ライフサイエンス / スポーツ科学 /

同上 講師 佐藤沙織 人文・社会 / 社会福祉学 /  

同上 講師 松橋朋子 人文・社会 / 社会福祉学 /  

救命救急活動論 碇谷壽朗 非常勤

幼児安全法 稲岡一枝 非常勤

赤十字健康生活支援講習 稲岡一枝 非常勤

同上 講師 佐藤沙織 人文・社会 / 社会福祉学 /  

レクリエーション活動援助法Ⅰ 講師 重川敬三 非常勤

レクリエーション活動援助法Ⅱ 講師 佐藤沙織 人文・社会 / 社会福祉学 /  

音楽 斎藤洋 非常勤

卒業課題研究 教授 井上善行
人文・社会 / 社会福祉学 / ソー
シャルワーク方法論

同上 教授 高橋美岐子 人文・社会 / 社会福祉学 /  

同上 教授 土室修 人文・社会 / 社会学 /  

教育課程に対応した授業科目担当者一覧

（令和2（2020）年度）

赤
十
字
科
目

基
礎
科
目



区分 授業科目 職位 担当教員名 専門分野 教員配置

同上 学科長・教授 湊直司
人文・社会 / 社会福祉学 / 障がい
者福祉

同上 准教授 髙橋謙一 人文・社会 / 社会福祉学 /  

同上 准教授 藤沢緑子
人文・社会 / 社会福祉学 / 介護福
祉

同上 講師 及川真一

人文・社会 / 社会福祉学 /
社会基盤（土木・建築・防災） / 防
災工学 /
ライフサイエンス / スポーツ科学 /

同上 講師 佐藤沙織 人文・社会 / 社会福祉学 /  

同上 講師 松橋朋子 人文・社会 / 社会福祉学 /  

障害者福祉論 学科長・教授 湊直司
人文・社会 / 社会福祉学 / 障がい
者福祉

地域福祉論　 教授 土室修 人文・社会 / 社会学 /  

法学　 瀬田川昌裕 非常勤

介護の基本Ⅲ 講師 佐藤沙織 人文・社会 / 社会福祉学 /  

生活支援技術Ⅴ 講師 佐藤沙織 人文・社会 / 社会福祉学 /  

生活支援技術Ⅵ 平澤恵 非常勤

同上 小林聡子 非常勤

生活支援技術Ⅶ 鎌田光明 非常勤

介護過程Ⅱ 准教授 藤沢緑子
人文・社会 / 社会福祉学 / 介護福
祉

介護過程Ⅲ 教授 井上善行
人文・社会 / 社会福祉学 / ソー
シャルワーク方法論

介護過程Ⅳ 教授 井上善行
人文・社会 / 社会福祉学 / ソー
シャルワーク方法論

介護総合演習Ⅱ 准教授 髙橋謙一 人文・社会 / 社会福祉学 /  

介護総合演習Ⅲ 講師 松橋朋子 人文・社会 / 社会福祉学 /  

介護総合演習Ⅳ 准教授 藤沢緑子
人文・社会 / 社会福祉学 / 介護福
祉

介護実習Ⅰ－Ｃ 教授 井上善行
人文・社会 / 社会福祉学 / ソー
シャルワーク方法論

基
礎
科
目

専
門
科
目



区分 授業科目 職位 担当教員名 専門分野 教員配置

同上 教授 土室修 人文・社会 / 社会学 /  

同上 学科長・教授 湊直司
人文・社会 / 社会福祉学 / 障がい
者福祉

同上 准教授 髙橋謙一 人文・社会 / 社会福祉学 /  

同上 准教授 藤沢緑子
人文・社会 / 社会福祉学 / 介護福
祉

同上 講師 及川真一

人文・社会 / 社会福祉学 /
社会基盤（土木・建築・防災） / 防
災工学 /
ライフサイエンス / スポーツ科学 /

同上 講師 佐藤沙織 人文・社会 / 社会福祉学 /  

同上 講師 松橋朋子 人文・社会 / 社会福祉学 /  

介護実習Ⅰ－Ｄ 教授 井上善行
人文・社会 / 社会福祉学 / ソー
シャルワーク方法論

同上 教授 土室修 人文・社会 / 社会学 /  

同上 学科長・教授 湊直司
人文・社会 / 社会福祉学 / 障がい
者福祉

同上 准教授 髙橋謙一 人文・社会 / 社会福祉学 /  

同上 准教授 藤沢緑子
人文・社会 / 社会福祉学 / 介護福
祉

同上 講師 及川真一

人文・社会 / 社会福祉学 /
社会基盤（土木・建築・防災） / 防
災工学 /
ライフサイエンス / スポーツ科学 /

同上 講師 佐藤沙織 人文・社会 / 社会福祉学 /  

同上 講師 松橋朋子 人文・社会 / 社会福祉学 /  

介護実習Ⅱ－１ 教授 井上善行
人文・社会 / 社会福祉学 / ソー
シャルワーク方法論

同上 教授 土室修 人文・社会 / 社会学 /  

同上 学科長・教授 湊直司
人文・社会 / 社会福祉学 / 障がい
者福祉

同上 准教授 髙橋謙一 人文・社会 / 社会福祉学 /  

専
門
科
目



区分 授業科目 職位 担当教員名 専門分野 教員配置

同上 准教授 藤沢緑子
人文・社会 / 社会福祉学 / 介護福
祉

同上 講師 及川真一

人文・社会 / 社会福祉学 /
社会基盤（土木・建築・防災） / 防
災工学 /
ライフサイエンス / スポーツ科学 /

同上 講師 佐藤沙織 人文・社会 / 社会福祉学 /  

同上 講師 松橋朋子 人文・社会 / 社会福祉学 /  

介護実習Ⅱ－２ 教授 井上善行
人文・社会 / 社会福祉学 / ソー
シャルワーク方法論

同上 教授 土室修 人文・社会 / 社会学 /  

同上 学科長・教授 湊直司
人文・社会 / 社会福祉学 / 障がい
者福祉

同上 准教授 髙橋謙一 人文・社会 / 社会福祉学 /  

同上 准教授 藤沢緑子
人文・社会 / 社会福祉学 / 介護福
祉

同上 講師 及川真一

人文・社会 / 社会福祉学 /
社会基盤（土木・建築・防災） / 防
災工学 /
ライフサイエンス / スポーツ科学 /

同上 講師 佐藤沙織 人文・社会 / 社会福祉学 /  

同上 講師 松橋朋子 人文・社会 / 社会福祉学 /  

医療的ケアの基礎Ⅱ 教授 高橋美岐子 人文・社会 / 社会福祉学 /  

同上 講師 木下彩子
ライフサイエンス / 高齢者看護学、
地域看護学 /

非常勤

同上 講師 佐藤美佳
ライフサイエンス / 基礎看護学 /
放射線災害看護、災害看護、看護

非常勤

同上 講師 及川真一

人文・社会 / 社会福祉学 /
社会基盤（土木・建築・防災） / 防
災工学 /
ライフサイエンス / スポーツ科学 /

同上 講師 佐藤沙織 人文・社会 / 社会福祉学 /  

同上 講師 松橋朋子 人文・社会 / 社会福祉学 /  

専
門
科
目



区分 授業科目 職位 担当教員名 専門分野 教員配置

[注]

４　全学科共通の科目群についてはタイトルを「全学科共通」等、複数学科共通の科目群等がある場合にはタイトルを 「○○学科・

   ○○学科共通科目」等とし、単独の表を作成してください。

２　一つの授業科目を複数の教員が担当する場合、「授業科目」を記入の上、次行以降は「同上」とし、全ての担当教員について

    記入してください。

３　「教員配置」には、以下のように記載してください。

　　○当該学科所属教員は空欄としてください。

　　○他学科所属教員は「学科名」を記載してください。

　　○非常勤・併設大学所属教員は「非常勤」と記載してください。

１　「区分」には、教育課程表に沿って「共通科目」、「専門科目」等の科目群名を記入してください。



様式15

学科名等介護福祉学科（2020年度入学生）

区分 授業科目 職位 担当教員名 専門分野 教員配置

赤十字概論 講師 新沼剛 人文・社会 / 国際関係論 / 非常勤

防災基礎 学科長・教授 湊直司
人文・社会 / 社会福祉学 / 障がい
者福祉

防災ボランティア演習 講師 及川真一

人文・社会 / 社会福祉学 /
社会基盤（土木・建築・防災） / 防
災工学 /
ライフサイエンス / スポーツ科学 /

修学基礎 教授 井上善行
人文・社会 / 社会福祉学 / ソー
シャルワーク方法論

同上 准教授 髙橋謙一 人文・社会 / 社会福祉学 /

同上 講師 及川真一

人文・社会 / 社会福祉学 /
社会基盤（土木・建築・防災） / 防
災工学 /
ライフサイエンス / スポーツ科学 /

同上 講師 佐藤沙織 人文・社会 / 社会福祉学 /

同上 講師 松橋朋子 人文・社会 / 社会福祉学 /

日本語表現 松川敦志 非常勤

英語 ティム・アーンスト 非常勤

レクリエーション活動援助法Ⅰ 講師 重川敬三 非常勤

ボランティア論 講師 及川真一

人文・社会 / 社会福祉学 /
社会基盤（土木・建築・防災） / 防
災工学 /
ライフサイエンス / スポーツ科学 /

情報科学 助教 佐藤考司
情報通信 / 情報ネットワーク /
情報通信 / 情報セキュリティ /
情報通信 / 情報学基礎論 /

非常勤

人間の尊厳と自立 学科長・教授 湊直司
人文・社会 / 社会福祉学 / 障がい
者福祉

教育課程に対応した授業科目担当者一覧

（令和2（2020）年度）

赤
十
字
・
防
災
科

目

基
礎
科
目

専
門
科
目



区分 授業科目 職位 担当教員名 専門分野 教員配置

人間関係とコミュニケーション 准教授 齋藤和樹 人文・社会 / 臨床心理学 / 非常勤

社会福祉概論 教授 土室修 人文・社会 / 社会学 /

発達と老化の理解Ⅰ 宮下正弘 非常勤

発達と老化の理解Ⅱ 佐藤與志夫 非常勤

認知症の理解Ⅰ 髙橋裕哉 非常勤

認知症の理解Ⅱ 准教授 髙橋謙一 人文・社会 / 社会福祉学 /

障害の理解Ⅰ 教授 木村滋
ライフサイエンス / 胎児医学、小児
成育学 / 小児神経学

非常勤

障害の理解Ⅱ 学科長・教授 湊直司
人文・社会 / 社会福祉学 / 障がい
者福祉

こころとからだのしくみⅠ 准教授 齋藤和樹 人文・社会 / 臨床心理学 / 非常勤

こころとからだのしくみⅡ 宮下正弘 非常勤

こころとからだのしくみⅢ 教授 高橋美岐子 人文・社会 / 社会福祉学 /

介護の基本Ⅰ 教授 井上善行
人文・社会 / 社会福祉学 / ソー
シャルワーク方法論

介護の基本Ⅱ 准教授 藤沢緑子
人文・社会 / 社会福祉学 / 介護福
祉

介護の基本Ⅳ 山平斉 非常勤

コミュニケーション技術Ⅰ 講師 及川真一

人文・社会 / 社会福祉学 /
社会基盤（土木・建築・防災） / 防
災工学 /
ライフサイエンス / スポーツ科学 /

コミュニケーション技術Ⅱ 加藤薫 非常勤

同上 鈴木敦子 非常勤

生活支援技術Ⅰ 高山万紀子 非常勤

同上 平澤恵 非常勤

生活支援技術Ⅱ 講師 及川真一

人文・社会 / 社会福祉学 /
社会基盤（土木・建築・防災） / 防
災工学 /
ライフサイエンス / スポーツ科学 /

専
門
科
目



区分 授業科目 職位 担当教員名 専門分野 教員配置

生活支援技術Ⅲ 准教授 髙橋謙一 人文・社会 / 社会福祉学 /

生活支援技術Ⅳ 講師 松橋朋子 人文・社会 / 社会福祉学 /

介護過程Ⅰ 准教授 髙橋謙一 人文・社会 / 社会福祉学 /

介護総合演習Ⅰ 講師 佐藤沙織 人文・社会 / 社会福祉学 /

介護総合演習Ⅱ 准教授 髙橋謙一 人文・社会 / 社会福祉学 /

介護実習Ⅰ－Ａ 教授 井上善行
人文・社会 / 社会福祉学 / ソー
シャルワーク方法論

同上 教授 土室修 人文・社会 / 社会学 /

同上 学科長・教授 湊直司
人文・社会 / 社会福祉学 / 障がい
者福祉

同上 准教授 髙橋謙一 人文・社会 / 社会福祉学 /

同上 准教授 藤沢緑子
人文・社会 / 社会福祉学 / 介護福
祉

同上 講師 及川真一

人文・社会 / 社会福祉学 /
社会基盤（土木・建築・防災） / 防
災工学 /
ライフサイエンス / スポーツ科学 /

同上 講師 佐藤沙織 人文・社会 / 社会福祉学 /

同上 講師 松橋朋子 人文・社会 / 社会福祉学 /

介護実習Ⅰ－Ｂ 教授 井上善行
人文・社会 / 社会福祉学 / ソー
シャルワーク方法論

同上 教授 土室修 人文・社会 / 社会学 /

同上 学科長・教授 湊直司
人文・社会 / 社会福祉学 / 障がい
者福祉

同上 准教授 髙橋謙一 人文・社会 / 社会福祉学 /

同上 准教授 藤沢緑子
人文・社会 / 社会福祉学 / 介護福
祉

同上 講師 及川真一

人文・社会 / 社会福祉学 /
社会基盤（土木・建築・防災） / 防
災工学 /
ライフサイエンス / スポーツ科学 /

専
門
科
目



区分 授業科目 職位 担当教員名 専門分野 教員配置

同上 講師 佐藤沙織 人文・社会 / 社会福祉学 /

同上 講師 松橋朋子 人文・社会 / 社会福祉学 /

介護実習Ⅰ－Ｃ 教授 井上善行
人文・社会 / 社会福祉学 / ソー
シャルワーク方法論

同上 教授 土室修 人文・社会 / 社会学 /

同上 学科長・教授 湊直司
人文・社会 / 社会福祉学 / 障がい
者福祉

同上 准教授 髙橋謙一 人文・社会 / 社会福祉学 /

同上 准教授 藤沢緑子
人文・社会 / 社会福祉学 / 介護福
祉

同上 講師 及川真一

人文・社会 / 社会福祉学 /
社会基盤（土木・建築・防災） / 防
災工学 /
ライフサイエンス / スポーツ科学 /

同上 講師 佐藤沙織 人文・社会 / 社会福祉学 /

同上 講師 松橋朋子 人文・社会 / 社会福祉学 /

医療的ケアの基礎Ⅰ 教授 高橋美岐子 人文・社会 / 社会福祉学 /

同上 准教授 酒井志保
ライフサイエンス / 基礎看護学 /
看護過程

非常勤

福祉研究法 教授 土室修 人文・社会 / 社会学 /

同上 学科長・教授 湊直司
人文・社会 / 社会福祉学 / 障がい
者福祉

同上 准教授 藤沢緑子
人文・社会 / 社会福祉学 / 介護福
祉

[注]

２　一つの授業科目を複数の教員が担当する場合、「授業科目」を記入の上、次行以降は「同上」とし、全ての担当教員について

    記入してください。

３　「教員配置」には、以下のように記載してください。

　　○当該学科所属教員は空欄としてください。

　　○他学科所属教員は「学科名」を記載してください。

１　「区分」には、教育課程表に沿って「共通科目」、「専門科目」等の科目群名を記入してください。

専
門
科
目



区分 授業科目 職位 担当教員名 専門分野 教員配置

４　全学科共通の科目群についてはタイトルを「全学科共通」等、複数学科共通の科目群等がある場合にはタイトルを 「○○学科・

   ○○学科共通科目」等とし、単独の表を作成してください。

　　○非常勤・併設大学所属教員は「非常勤」と記載してください。



様式16

（人）

定 員 現 員（a） 出席理事数（b）
実出席率
 （b/a）

意思表示
出席者数

13
平成30年　４月　19日
　14：00　～　15：00

10 76.9% 12 1/2

13
平成30年　5月　23日
　14：00　～　16：15

9 69.2% 11 2/2

13
平成30年　12月　３日
　14：00　～　15：30

11 84.6% 13 1/2

13
平成31年　３月　22日
　14：00　～　16：55

10 76.9% 13 2/2

13
令和元年　５月　27日
　14：00　～　16：20

13 100.0% 13 2/2

13
令和元年　６月　６日

　※文書審議
12 92.3% 12 ※文書審議

13
令和元年　６月　28日

　※文書審議
13 100.0% 13 ※文書審議

13
令和元年　12月　２日
　14：00　～　15：20

12 92.3% 13 2/2

13
令和２年　３月　11日

　※文書審議
13 100.0% 13 ※文書審議

13
令和２年　７月　20日

　※文書審議
13 100.0% 13 ※文書審議

13
令和２年　12月　２日
　14：00　～　15：30

12 92.3% 13 2/2

13
令和３年　３月　22日
　14：00　～　16：05

13 100.0% 13 2/2

［注］

理事会の開催状況（平成30（2018）年度～令和2（2020）年度）

監事の
出席状況

13

開催日現在の状況
開催年月日
開催時間

出 席 者 数 等

１　平成30（2018）年度から令和2（2020）年度までに開催した全ての理事会について記入・作成してください。

２　「定員」及び「現員（a）」欄には、開催日当日の人数を記入してください。

３　「意思表示出席者数」欄には、寄附行為に「書面をもってあらかじめ意思を表示したものは出席者とみなす」等が



　  してください。

　  規定されている場合、出席理事数（b）の外数で、該当する人数を記入してください。

５　「監事の出席状況」欄には、「／」の右側に監事数（現員）を記入し、左側に当該理事会に出席した監事数を記入

４  「実出席率（b/a）」欄には、百分率で小数点以下第1位まで記入してください（小数点以下第2位を四捨五入）。



様式17

（人）

定 員 現 員（a）
出席評議員数

（b）
実出席率

 （b/a）
意思表示
出席者数

26
平成　30年　５月　９日
　　14：30　～　16：12

15 57.7% 25 0/2

26
平成　30年　５月　23日
　　14：15　～　16：15

22 84.6% 24 2/2

27
平成　30年　12月　３日

　　14：20　～ 15：30
23 85.2% 27 1/2

27
平成　31年　３月　22日

　　14：35　～ 16：55
23 85.2% 27 2/2

25
令和　元年　５月　27日

　　14：20　～ 16：20
22 88.0% 25 2/2

27
令和　元年　12月　２日

　　14：15　～ 15：20
22 81.5% 27 2/2

27
令和  ２年　３月　11日

※文書審議
24 88.9% 24 ※文書審議

26
令和  ２年　７月　20日

※文書審議
26 100.0% 26 ※文書審議

27
令和２年　12月　２日
　14：30　～　15：30

22 81.5% 27 2/2

27
令和３年　３月　22日
　14：45　～　16：05

23 85.2% 27 2/2

[注]

評議員会の開催状況（平成30（2018）年度～令和2（2020）年度）

　　してください。

　  規定されている場合、出席評議員数（b）の外数で、該当する人数を記入してください。

監事の
出席状況

27

開催日現在の状況
開催年月日
開催時間

出 席 者 数 等

５　「監事の出席状況」欄には、「／」の右側に監事数（現員）を記入し、左側に当該評議員会に出席した監事数を記入

１　平成30（2018）年度から令和2（2020）年度までに開催した全ての評議員会について記入・作成してください。

２　「定員」及び「現員（a）」欄には、開催日当日の人数を記入してください。

３　「意思表示出席者数」欄には、寄附行為に「書面をもってあらかじめ意思を表示したものは出席者とみなす」等が

４  「実出席率（b/a）」欄には、百分率で小数点以下第1位まで記入してください（小数点以下第2位を四捨五入）。


